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本年度は、昨年度策定したグランドデザインの各種テーマにおいて、
部会活動を中心に足元の取組を推進してきた
2050年の四日市コンビナートの将来ビジョン(グランドデザイン)

⚫ CO2分離・回収・
輸送設備の開発と運営

⚫ CCS適地へのCO2運搬
可能性を検討

⚫ LNG等を活用したブルー
水素製造時CO2回収

拠点整備
⚫ 水素・アンモニア輸入受入港
(四日市港)としてのインフラ整備

⚫ LNG等を活用したブルー水素
製造・供給

⚫ 隣接する他地域（三重県
北勢地域の他産業拠点）
への供給拠点化

水素・アンモニアの
輸入・供給拠点化 コンビナート設備の共有化

エネルギーの脱炭素化・低炭素化 化学品製造プロセスの脱炭素化・低炭素化 産業集積地の基盤整備／産業誘致

H2
NH3

四日市コンビナートや周辺地域の特性を
活かしたカーボンニュートラルを推進

CO
2

次世代リサイクル技術の確立と運営
⚫ ケミカルリサイクルの推進
（ポリスチレン、PET他プラスチック
樹脂の再利用、等）

⚫ 廃油等を活用したRD製造
⚫ 廃車資源の再利用・有効活用
（タイヤ回収、油化等）

企業と行政の連携
⚫ 廃プラスチックの回収ルート、
リサイクルスキームの構築

SAF製造・副生ガス利用等

電力・熱
⚫ 発電設備の共同運営・共有化
（水素・アンモニア混焼、
バイオマス発電等）

⚫ 熱・蒸気供給設備（ボイラー、
コジェネ等）の共有化

水素・アンモニア
⚫ 水素・アンモニアの受入設備／
輸送・貯蔵設備（パイプライン
等）の共用化

SAF
⚫ 廃食油等を活用したSAF製造
体制の整備と運営

副生ガス
⚫ SAF製造時副生ガスの原料利用
⚫ 発電時排ガスの原料・熱利用
⚫ 副生メタンの有効活用

CO2回収・利用

利活用
⚫ 火力自家発電設備の
水素・アンモニア混焼の促進

⚫ 水素・アンモニアの産業部門
ボイラーでの活用

⚫ ナフサ分解炉における
燃料アンモニア利用

⚫ バイオナフサ等の利用
によるバイオマス
由来化学品の供給

⚫ 藻類からのバイオ原料
製造

原料・製品のバイオマスシフト

リサイクル推進

次世代水素モビリティの展開

事業立上げ・拡大
⚫ FCV（燃料電池車）を軸に、
水素モビリティ事業を、四日市
や周辺地域で展開

第1回推進委員会
以降の検討項目
(部会以外も含)

･･･

再掲



四日市コンビナートの将来ビジョンに向けた2030年の到達点

昨年度策定の検討報告書における、グランドデザインについては、2030年の到達
点も含め、今後の取組や各種技術開発などで随時更新が必要
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実施内容（想定）

企
業

部会／CN推進委員会

◼個別プロジェクト・企業間連携プロジェクトの推進

◼課題の抽出、対応内容の協議

個社

◼個社で、グランドデザインの実現に寄与する取組の推進
（藻類バイオ原料化検討、資源循環 等）

次年度の各種取組は、以下の体制にて推進していく

◼部会実施内容を企画・運営、随時取りまとめ

◼推進委員会を年一回（年明け～年度末想定）以上
を実施し、必要に応じてロードマップやグランドデザインの
検証や更新などを検討

◼外部の協議会等との連携をサポート

◼部会や個社での取組に対する支援

◼ コンビナート企業等へのヒアリング・取りまとめ

推進体制

行
政

関係機関
（国・各種協議会・中部圏内外の各企業）

意見交換・連携

取組推進のイメージ

次年度の目標

✓ カーボンニュートラルの実現に向けた、各テーマ領域のFS・実証プロジェクトの推進

✓ 中部圏・四日市として拠点整備に向けた政府支援を獲得し、コンビナートの水素・アンモニア拠点化を推進

有識者

推進委員会

委員
➢コンビナート企業
➢行政（国・県・市・港）

➢学識経験者
主な機能
➢部会・個社の取組を
総括し、ステークホル
ダー全体に共有

➢有識者等からの助言
の獲得

➢グランドデザインの進捗
確認

部会

委員
➢コンビナート企業
➢行政（国・県・市・港）

主な機能
➢個別のテーマ領域の
取組み意向を持つ企
業が参画し、連携の
可能性や課題対応方
針を協議するとともに、
具体的な事業の推進
を図る


